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香美市が実施した剣山山系鳥獣
保護区内のシカ捕獲事業について

平成２５年３月６日（水）
野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備連絡会議

報告 ： 香美市

合計
８日実施

捕獲参加者

のべ２７６名

捕獲頭数

オス ３６頭

メス ６０頭 合計９６頭

７月１０日 14頭

香美市シカ個体数調整事業２３年度捕獲成果図

三嶺

西熊山

白髪山

月 頭

７月２４日 12頭

１１月２７日 16頭

１２月 ４日 10頭

１２月１１日 11頭

１２月１８日 6頭

３月１８日 10頭

３月２５日 17頭
=ｵｽｼﾞｶ

=ﾒｽｼﾞｶ

８月１９日捕獲成果
捕獲頭数
オス５頭 、 メス２頭

合計７頭
目撃頭数
オス ２頭
メス １７頭
不明 １９頭
合計 ３８頭

※ 場所が重なっているため、図面は目撃頭数が少な
い。

参加狩猟者数
４４人（過去最高人数）

猟犬数
１８頭

登山客
ひかり石
泊まり ２組

三嶺西熊山

徳島県
東祖谷
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頭

不明4
頭
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×
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不明6
頭

ｵｽ2
頭

ﾒｽ2頭
不明１
頭

ﾒｽ1
頭

不明1
頭

ﾒｽ
1頭

ﾒｽ2
頭

ﾒｽ
2頭
ｵｽ
1頭

×

不明
1頭

不明1
頭

ﾒｽ2
頭

● ●

●

●

●

●

当日登山 １０組

白髪山コースはやめてもらって捕獲区域外の登山
コースに変更してもらう。１組登山をあきらめ帰る。

今回の捕獲について
捕獲作業範囲を20名～30名の予定で狭く捕獲場所を

決めていたが、予想より参加人数が多く狩猟者同士が
近く、シカが通ったがあぶなくて撃てないとの意見が
あった。
また、目撃が多く今回の範囲で20以上いると思われる。

今後は捕獲範囲及び撃ちはずしがこれからの問題と
なる。白髪山

白髪山
分岐

８月２６日捕獲成果
捕獲頭数
オス１頭 、 メス４頭

合計５頭
目撃頭数
オス ２頭
メス ７頭
不明 ３頭

参加狩猟者数
33人

猟犬数
15頭

登山客
ひかり石
泊まり １組
当日登山 ５組

午前８時頃から雨が降り出しその後1日中降り続いたので

山頂付近に霧が発生し捕獲作業できなくなり１１時ごろで
捕獲作業を終了した。

三嶺西熊山

徳島県
東祖谷

白髪山

ｵｽ
１頭

ﾒｽ
３頭×

×

×

×

不明
３頭

ﾒｽ
２頭

ﾒｽ
２頭

ｵｽ
１頭

×
×

×

●

●
●

●●

白髪山

白髪山
分岐

三嶺西熊山

徳島県
東祖谷

白髪山

ﾒｽ２頭

ﾒｽ２頭

ｵｽ１頭

９月２日捕獲成果
捕獲頭数
オス１０頭 、メス５頭

合計１５頭

目撃頭数
オス １２頭
メス ２頭
不明 ２２頭

参加狩猟者数
３６人

猟犬数
２０頭

登山客
ひかり石
泊まり １組

白髪山

白髪山
分岐

ｵｽ１
頭

不明６
頭

不明１
頭

不明２
頭

ﾒｽ２頭

不明１
頭

ﾒｽ１頭
不明４
頭

不明４
頭

ﾒｽ３頭

不明１
頭

不明２
頭
ﾒｽ１頭

②

⑨

不明１
頭
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●●●

●
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●

●
●●

●
●●

●

泊まり １組
当日登山 １１組

午後1時まで雨が降らず捕獲作業を行えた。
その後、犬が帰ってこず13:40から17:30分
まで探しヒカリ石の牧場跡入り口に犬が帰っ
てきて回収できた。

三嶺西熊山

徳島県
東祖谷

白髪山

不明１
頭

９月９日捕獲成果
捕獲頭数
オス０頭 、メス４頭

合計４頭

目撃頭数
オス ０頭
メス １頭
不明 ８頭

参加狩猟者数
３３人

猟犬数
１８頭

白髪山

白髪山
分岐

×

×

ﾒｽ１頭

不明6
頭

不明2
頭

③
×

×

×

×

×

×

●

●

●

●

登山客
ひかり石
泊まり １組
当日登山 ５組

朝の4時頃から雨が降っており、白髪分
岐あたりから霧が降りてきた。10時ごろ
に雨が強くなってきたので12時で作業を
終了したが、犬が1頭戻ってこず、18時
30分まで探した。

犬は、白髪山尾根下の池の付近で疲
れていたため座り込んでいた。

また、目撃情報も解散が早かったため、
狩猟者全員に聞くことができず目撃が少
なくなっている。
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三嶺西熊山

徳島県
東祖谷

白髪山

１１月２５日捕獲成果
捕獲頭数
オス７頭 、メス５頭

合計１２頭

目撃頭数
オス ６頭
メス ９頭
不明 ２１頭

参加狩猟者数
２４人

猟犬数
１０頭

白髪山

白髪山
分岐

●

ｵｽ
１頭

ｵｽ
2頭
ﾒｽ4頭

ｵｽ
2頭

不明4
頭ﾒｽ2頭

ﾒｽ3頭

不明2
頭

不明15
頭

ｵｽ
1頭

●
●
●

●●

●
●
●

●
●

●

頭

登山客
ひかり石
泊まり １組
当日登山 ３組

捕獲作業班は、通常２組が同じ場
所で作業を行っていたが、今回から２
組がばらばらに作業を行うこととなっ
た。今回は、２組のうち人数が多い組
(１組)のみ作業に従事することとなる。

三嶺西熊山

徳島県
東祖谷

白髪山

不明
2頭

●
不明2
頭

不明3
頭

●

●

●
ﾒｽ6頭

●

１２月２日捕獲成果
捕獲頭数
オス１頭 、メス７頭

合計８頭
参加狩猟者数
３６人

参加した組のうち人数の多い組(１組)がカンカケ谷からサオリガ原周辺で行い、人数
の少ない組(２組)は白髪非難小屋周辺の捕獲を行った。
２組については、半分以上が今回初参加のため捕獲頭数が少なくなった。

目撃頭数
オス ６頭
メス ８頭
不明 ５５頭

猟犬数
２１頭

登山客

ひかり石
泊まり ２組
当日登山 ０組

白髪山

白髪山
分岐

ﾒｽ1頭

ｵｽ3
頭

●

●

不明
1頭

不明
1頭

ﾒｽ1頭

ｵｽ
2頭

● ●

不明
10頭

不明
2頭

不明
4頭

ｵｽ1
頭

不明
30頭

三嶺西熊山

徳島県
東祖谷

白髪山

１２月９日捕獲成果
捕獲頭数
オス１頭 、メス０頭

合計１頭

目撃頭数
オス ０頭
メス ０頭
不明 ０頭

参加狩猟者数
３人

猟犬数
０頭

白髪山

白髪山
分岐

●

登山客
ひかり石
泊まり ０組
当日登山 ０組

作業当日は、大雪で捕獲作業中止と
していたが連絡が行き届かず３名が
受付に来たため雪の降りしきる悪天
候中捕獲作業を行い１頭の捕獲に成
功した。

三嶺西熊山

徳島県
東祖谷

白髪山

１２月１６日捕獲成果
捕獲頭数
オス６頭 、メス１頭

合計７頭

目撃頭数
オス ５頭
メス ３頭
不明 ３頭

参加狩猟者数
１３人

猟犬数

白髪山

白髪山
分岐

●

●
●

不明
3頭

ﾒｽ3頭

ｵｽ
5頭

●●●

●

５頭

登山客
ひかり石
泊まり ０組
当日登山 ３組

人数の少ない組(２組)で捕獲作業を
行い白髪山南面の捕獲作業を行った。

作業場所に移動途中に逃げていく
シカをのけて、犬を入れてから確認し
たシカ１０頭の内７頭の捕獲に成功し
た。

×

三嶺西熊山

徳島県
東祖谷

白髪山

●

●

● ●

香美市シカ個体数調整事業２４年度捕獲成果図
(12月現在まで)

２４年度合計（12/16現在)

実施回数 ８回

捕獲参加者

のべ２２２名

捕獲頭数

オス ３１頭

メス ２８頭 合計５９頭

白髪山

白髪山
分岐
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合計
８日実施

捕獲参加者

のべ２７６名

捕獲頭数

オス ３６頭

メス ６０頭 合計９６頭

７月１０日 14頭

香美市シカ個体数調整事業２３年度捕獲成果図

三嶺

西熊山

白髪山

月 頭

７月２４日 12頭

１１月２７日 16頭

１２月 ４日 10頭

１２月１１日 11頭

１２月１８日 6頭

３月１８日 10頭

３月２５日 17頭
=ｵｽｼﾞｶ

=ﾒｽｼﾞｶ
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これまでの成果との比較
三嶺

西熊山
２３年度合計

実施回数 ８回

捕獲参加者

のべ２７６名

捕獲頭数

オス ３６頭

２１年度合計

実施回数 ５回

捕獲参加者

のべ９６名

捕獲頭数

オス ６頭

２２年度合計

実施回数 ５回

捕獲参加者

のべ１２６名

捕獲頭数

オス １９頭

メス １９頭 合計３８頭

メス ６０頭 合計９６頭

２４年度合計（12/16現在)

実施回数 ８回

捕獲参加者

のべ２２２名

捕獲頭数

オス ３１頭

メス ２８頭 合計５９頭

メス １４頭 合計２０頭

これまでの成果との比較
三嶺

西熊山

２３年度合計（12/18現在)

実施回数 ６回

捕獲参加者

のべ２０５名

捕獲頭数

２４年度合計（12/16現在)

実施回数 ８回

捕獲参加者

のべ２２２名

捕獲頭数捕獲頭数

オス ２２頭

メス ４７頭 合計６９頭

目撃情報(23年度合計)

オス ５頭

メス ２４頭

不明 １１９頭 計 １４８頭

捕獲頭数

オス ３１頭

メス ２８頭 合計５９頭

目撃情報（12/16現在)

オス ３３頭

メス ４７頭

不明 １３１頭 計 ２１１頭

今年度三嶺周辺の捕獲作業について

今後の予定について

• 3月 3日（日） 白髪山南面 道路工事のため中止

• 3月10日（日） 白髪非難小屋 道路工事のため中止

• 3月17日（日） 白髪山南面 工事の進捗状況を見

て判断する

平成25年度
剣山系捕獲作業について

来年度については、まだ現在の捕獲方法（猟師に
よる捕獲）で十分な成果がでると思います。

理由として

１、２３年度と２４年度捕獲場所について見比べるとほぼ同じ場
所で捕獲されていることがわかる。これにより、いくら犬に追
われても住みやすい場所には、逃げた個体が帰ってくると思
われる。

２、捕獲技術の向上が見られること、これは捕獲回数を重ねる
ことによりシカが逃げる場所を容易に特定できるようになり捕
獲効率が良くなっていること

三嶺周辺において現在捕獲圧が
かかっている地区

凡 例

＝捕獲圧がかかっている範囲

色が濃い範囲が捕獲圧がより強くかかっている

＝現在の捕獲で圧が掛かっていない場所

色が濃い範囲がより多く増えると予想できる範囲

青色の部分でシカが増える要因として

１、捕獲圧がほとんど掛かっていない。

２、人が立ち入ることが少ない。

３、南面で比較的温暖な場所で繁殖場所なる。

平成25年度以降の捕獲対策について

２５年度は、捕獲の成果が上がっても今後４年後、５年後の
ことを考えて行くと現在捕獲圧が掛かっている場所ｶﾝｶｹ谷周
辺・白髪山周辺・ｻｵﾘｶﾞ原周辺と局部的な圧しか掛かっていな
いため今後この周辺での捕獲が難しくなり、捕獲圧が掛けれな
い場所でシカがどんどん増える状態になると予想され、今の捕
獲だけでは、成果が上がらなくなる時期が来ると予想される。
成果が上がらなくなってからでは遅くなるので これからは「捕成果が上がらなくなってからでは遅くなるので、これからは「捕
獲＋α」を行っていくことが必要になる。

・ シカの生息域の把握

・ 犬に追われたシカがどこを通っているのか

・ どの当たりまでシカが逃げていくのか

・ 徳島県側との行き来はどのくらいあるのか

これからの捕獲に必要な調査について
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平成25年度以降の捕獲対策について

必要な調査を行いその結果を元に下記の様な作業をおこなう。

１、柵等による行動の制限を加え、捕獲効率を高める。

２、今の捕獲の仕方（犬での捕獲）が難しい場所については、人
による追い出しなどを行う。

３、移動が容易な囲いわなを設置する。

「捕獲に＋α」として

今現在行っている捕獲については、香美市が計画・警備・取り
まとめを行い事務量も多く現状の捕獲数の維持が精一杯です。
これからは、三嶺周辺の捕獲事務を国直轄または、一手に受け
れる機関で行ってもらい周辺市町村から協力を求める方法がこ
れから一層の被害防止につながっていくと思います。市町村単
独で行っている捕獲事業では限界があります。

今後効率的な捕獲を実施するためには・・・

香美市有害鳥獣被害対策実施隊活動
①香美市の大型囲いわなの管理について

・ 平成21年度に環境省から資材をもらい私有林に直営施工で囲いわなを設置し
、モデル事業として５年間管理を行う予定です。

・香美市役所本庁（土佐山田庁舎）からわなの場所まで約１時間５０分。
本庁からの距離約４６ｋｍ

・わなにシカがかかった場合は、連絡・後処理等で１日かかる。

・２３年度については、仕掛けてから

２~３日に一度は囲いわなの確認を行って

いたため、一度の確認で半日の労力がか

かっていた。

市役所本庁舎

わな設置場所

三嶺周辺において現在捕獲圧が
かかっている地区

凡 例

＝捕獲圧がかかっている範囲

色が濃い範囲が捕獲圧がより強くかかっている

＝捕獲作業にて捕獲圧が掛けれていない場所

囲いわな設置場所

市有林(ヒカリ石)に設置している囲いわなの管理について

囲いわな

全景

=作動扉 =えさ =仕掛けﾜｲﾔｰ

囲いわなを上から見た図面

囲いわな立体図約10m

約8m

8月17日 囲いわな門修繕、みまわり楽太郎を設置する。

24年3月わなの作動扉が壊れてた。

みまわり楽太郎設置囲いわな門修繕

月 囲 わ 門修繕、 わり楽太郎を設置す 。

8月7日に餌
やり

牛用飼料ﾍｲ
ｷｭｰﾌﾞを使用
している

8月9日

午前３時頃

シカ４頭わ
なに入る。

２
日
後

実際のわなの管理について

8月9日

午前4時頃

シカ6頭わ
なに入る。

8月10日

午前4時頃

シカ6頭わ
なに入る。
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月

8月11日

午前５時頃

シカ８頭わ
なに入る。

8月12日

午前6時頃

シカ3頭わ
なに入る。

実際のわなの管理について

8月14日

午後１時頃

カラスがわ
なに入る。

8月15日

午前５頃

シカ1頭が

わなに入
る。

8月19日

シカ3頭捕
獲成功した

１、捕獲に成功したが、これ
までの餌付けで最高8頭わ

なの中に入っていたシカの
3頭の捕獲になったため、
残りの5頭については、わ

なの危険性を知り近づかな
くなる。

9月5日
足を ｲﾔ 引 掛ける

平成２４年度 捕 獲 実 績(H２４.１０．２０現在)

月

シカ1頭捕
獲成功した

10月15日

シカ1頭捕
獲成功した

２、足をﾜｲﾔｰに引っ掛ける
とわなが作動するが、このﾜ
ｲﾔｰに触らないで餌を食べ
る個体が出てきた。

３、今後は、どうのようにわ
なを作動させるか方法の研
究調査が課題となってくる。

「みまわり楽太郎」設置のメリット
「みまわり楽太郎」
電波エリア圏外でも、携帯電話で
通話できる場所は設置可能。

わなで捕獲できた個体の食肉利
用が可能になった。

わなの確認作業の簡素化が図れ
た。

電波エリア圏外でも、携帯電話で通話できる場
所は設置可能。

わなで捕獲できた個体の食肉利用が可能になっ
た。

わなの確認作業の簡素化が図れた。

みまわり楽太郎の導入の効果について

わな監視通報装置の導入前は、囲いわなの確認を２～３日に一回半日かけて行っ
ていたが、みまわり楽太郎（わな監視通報装置)を導入したことで２週間に１回えさの

確認に行くだけで済むようになったので、設置前は忙しい時期などはわなが作動し
ないようにしていたが、期間中ずっと掛けておける様になったため、捕獲の効率化が
図れるようになった。

また、導入前は、いつわなに入ったのか分からないためそのまま埋めていたが、こ
の装置の導入で、わなが作動してからすぐに現場に行き止めさし処理が行えるため
、食肉利用できるようになった。

捕獲されたシカについては、別府峡温泉の解体処理場に持って行き食肉として利
用した

FOMA エリアマップ

わな設置場所

用した。

自動撮影カメラの導入について

自動撮影カメラの導入により、囲いわなの周囲また中でどのような行動をしている
か、餌付けによってどのくらいシカが集まっているのかが分かってきた。このことより
、今後の捕獲に対してどのようにすれば、捕獲効率が上がるか、また誘引餌としての
効率が良くなるかなど捕獲対策と検証ができるようになった。

平成24年度 香美市囲いわな捕獲記録

番号 作業年月日 捕獲した鳥獣 頭 数 性 別 後処理

1

H24.8.19

ニホンジカ １頭 メス

現地で解体後埋設処理2 ニホンジカ １頭 オス

3 ニホンジカ １頭 オス

4 H24.9.5 ニホンジカ １頭
メス
今年子

べふ峡温泉へ搬入

5 H24.10.15 ニホンジカ １頭
メス
今年子

べふ峡温泉へ搬入

6 ニホンジカ １頭 オス2又

平成24年12月20日現在

6
H24.11.2

ニホンジカ １頭 オス2又
現地で解体後埋設処理

7 ニホンジカ １頭 メス

8 H24.11.29 ニホンジカ １頭
オス
今年子

現地で解体後埋設処理

9
H24.12.5

ニホンジカ １頭
メス
今年子

埋設処理

10 ニホンジカ １頭 メス 現地で解体後埋設処理

・過去の 捕獲成果

平成２１年度 ８頭

平成２２年度 ８頭

平成２３年度 １０頭

現在の状態

平成２４年１２月２６日にわなの解除と暗視カメラ・みまわり楽太
郎を撤去して開放状態にしている。

今年の３月下旬ごろから再度セットし捕獲及び監視を行う予定

三嶺周辺において現在捕獲圧が
かかっている地区三嶺の中でも一番捕獲圧がかかって

いると思われる場所でも餌をまいたら常
に囲いわな周辺に近づいているので、今
の捕獲頭数でも生まれてくる頭数分捕
獲しているか分からない

凡 例

＝捕獲圧がかかっている範囲

色が濃い範囲が捕獲圧がより強くかかっている

＝これから頭数が増えると思われる範囲

色が濃い範囲がより多く増えると予想できる範囲

囲いわな設置場所

獲しているか分からない。

これからは香美市主体の捕獲作業で
はなく国が先頭に立ち捕獲計画を立て、
警備とりまとめをし、現状以上の捕獲数
を上げていってもらいたいと思います。
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ここで紹介したメニュー
以外にもシカ肉を使った
料理があるので食べて
みてください。

シカカツどん

もみじバーガー

シカドック
シカドックは、平成２３年開催の食１
グランプリで優勝を飾りました。

べふ峡温泉

以上で、香美市の捕獲事業の説明を終わります。

ご清聴ありがとうございました。
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剣山系のウラジロモミ林，シラビソ林および
稜線部のササ草原におよぼすニホンジカの影響

高知大学 堀澤凌甫・石川愼吾

１．ミヤマクマザサ群落のシカによる被害
状況（生存・枯死状況）の調査

２．ウラジロモミなど冷温帯針葉樹の枯死
状況の調査

目的目的

剣山系におけるシカ被害状況の
広域的な把握

調査地域

剣山
三嶺

調査地の稜線部概念図

一ノ森

次郎笈

丸石

高ノ瀬

中東山

石立山

1732m
平和丸

白髪山

白髪分かれ

カヤハゲ

西熊山
大タオ

お亀岩

地蔵ノ頭

天狗塚

牛ノ背

綱附森

ブルンベ平

0 4 km

ササの生存枯死状況，生育状況の調査方法

稈高、被度、生存枯死状況の調査を行った。

生存枯死状況（葉の生残量）は以下の6段階評価により、植生図に
記録した。

偏向遷移の状況や，ミヤマクマザサとの混生種を記録した。

生存枯死状況
Rank1.食害軽微
Rank2.葉は80~50%残存
Rank3. 50~30%残存
Rank4. 10~30%残存
Rank5.枯死寸前
Rank6.全面枯死

ミヤマクマザサ

稈
高

環境省作成の2万5千分の１の植生図（2010） 牛の背－西熊山―三嶺
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ササ生存枯死状況・生育状況 結果と考察
食害が軽微なパッチ

牛ノ背～天狗塚

三嶺小屋周辺

剣山・次郎笈北面

回復傾向にあるパッチ

白髪小屋周辺

強度採食圧下にあると思われるパッチ

丸石周辺

三嶺～西熊山北斜面

偏向遷移 現状

カヤハゲ・白髪分かれ
防鹿柵外:ヤマヌカボ・蘚苔類

綱附森東西稜線
イワヒメワラビ イ

三嶺～西熊山北斜面
蘚苔類

綱附森山頂

綱附森周辺

中東山
イワヒメワラビ・イ

イワヒメワラビ・イ

・標高が高い山頂部である。
・剣山や三嶺は登山者や観光客が多い。

・シカの管理捕獲が行われている。
・「三嶺の森を守るみんなの会」のボランティアによる保護活動が
白髪小屋を中心として行われることが多い。

・ヒトが訪れることが少ない。
・比較的，緩斜面である。

合計面積における各Rankが占める割合

Rank1
33.8%

Rank6

未踏査

15.5%

Rank4~5の全面枯死予備群は全体の約7%

Rank2
29.1%

Rank3
3.7%

Rank4
6.3%

Rank5
0.2%

11.4%

空撮写真からウラジロモミ，シラビソの生立木と枯死木の本数を
計数した。

パッチごとに立ち枯れ率を算出し，以下の5段階評価で記録した。

立ち枯れの発生状況

立ち枯れ率 青い点が枯死木，赤い点が生立木立ち枯れ率
Rank1.0~20%
Rank2.20~30%
Rank3.30~40%
Rank4.40~50%
Rank5.50%以上

青 点 枯 木，赤 点 木

ウラジロモミ・シラビソの立ち枯れ発生状況

三嶺

剣山

剣山から三嶺にかけての稜線上に生育する
ウラジロモミ林，シラビソ林で枯死率が高い傾向

剣山北西シラビソ林 Rank3

ウラジロモミ・シラビソ立ち枯れ発生状況 結果

韮生越えウラジロモミ林 Rank3

立ち枯れ率：高い

林縁部でパッチ状に立ち枯れ

白髪山稜線ウラジロモミ林 Rank1

剣山北西シラビソ林 Rank3韮生越えウラジ ミ林 Rank3

西熊山南西ウラジロモミ林 Rank1

立ち枯れ率：低い

3

4

5

立ち枯れRankと面積の関係

ウラジロモミ・シラビソ立ち枯れ発生状況 結果

立
ち
枯

0

1

2

0.00  0.10  0.20  0.30 

れR
an

k

面積

Km²
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ウラジロモミ・シラビソ立ち枯れ発生状況

立ち枯れは、林縁部でまとまって発生し広いギャップを形成する

冷温帯針葉樹（主にウラジロモミであるが，ツガ，ハリモミ等も含む）
の枯死率別の合計面積

剣山系全体（剣山から牛の背）の
針葉樹林

全体の面積 約645ha
生立木 約 100 000本 (98086 本)生立木 約 100,000本 (98086 本)

枯死木 約 40,000 本 (42698本)

今後の植生保護の重点地区の提案

三嶺~西熊山（北側斜面） 剣山~白髪小屋にかけての稜線上
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２０１２年 剣山山系（徳島側）

シカ食害の状況

三嶺の自然を守る会

１ 二ノ森でアカカンバ剥皮被害拡大１ 二ノ森でアカカンバ剥皮被害拡大

２ バイケイソウ食われる

３ ミヤマクマザサ回復の兆し

４ 林床の浸食、崩壊拡大の恐れ

１ 二ノ森のアカカンバ被害
２０１２年に約百数本が剥皮被害

２ 剣山、丸笹山で

バイケイソウに被害 剣山 ２０１２
３ ササが回復の兆し

丸石付近

２０１０．９ ２０１２．５

ササが回復 白髪避難小屋付近

２０１０．５ ２０１２．１０

４ 進む林床の浸食・崩落
三嶺ダケモミの丘下部 ２０１２．５

急激に荒廃が進む三嶺中腹 ２０１２．５
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① 雨水で腐葉土が流され、表土が

現れる 三嶺中腹（標高1350m）２０１２．６

② 大雨の後、表土が流れ溝ができる
追分 ２００９．１１

③ 大雨の後、急傾斜地では一気に

掘れ込む
四ツ小屋谷川から白髪分岐へのコース（標高１５００m）２０１２．１０

④‘１１年９月の台風の後、土砂流出
三嶺ダケモミの丘下部（標高1350m）2011.11 台風の後

⑤ 谷筋では樹木を倒しながら崩落
ダケモミの丘下部（標高1380m）２０１２．６

⑥浸食により谷水が濁る
四ツ小屋谷川と祖谷川（手前）合流点 名頃2012.10



3

影響は中流域に及ぶ
吉野川（左）と祖谷川の合流点 三好市池田町祖谷口

2012.11

５ 今後、崩落が起きそうな箇所
① 既に表土が流れている急傾斜地

２０１２．５ダケモミの丘下部

②ササ枯れで裸地化している箇所
丸石南斜面 ２０１２．５

③樹林が枯死し裸地化している箇所
平和丸南斜面 ２０１２．５

④伐採跡、植生が消滅し裸地化
石立山～日和田の登山道 ２０１１．４

⑤樹林の中で裸地化した箇所
三嶺青ザレ北斜面 ２０１１．１０
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⑥既ある崩落個所が拡大の恐れ
丸石 ２０１２．５ 見ノ越から望む三嶺

ご清聴ありがとうございました
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